
事業名 ふくしま介護腰痛ゼロ事業

【事業目的】
中高年齢介護労働者の腰痛リスクを低減させるため「運動療法」「介助技術」「福
祉機器」の三つの分野において包括的に支援を行い、労働寿命の延伸につなげる

【事業実施結果の概要】
①協会けんぽ事業 ４事業所 20名

②出張支援セミナー(移乗支援) 4事業所 30名参加

③データ分析事業 1事業所 8名実施

④腰痛運動支援整備事業 パンフレットならびに動画コン
テンツ作成

【次年度以降に実施予定の事項】
①協会けんぽ事業

②出張支援セミナー(移乗支援)

③データ分析事業

④腰痛運動支援整備事業

【対象】
原則40歳以上の介護従事者

【事業実施期間】
令和4年10月1日～令和5年3月31日
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協会けんぽ福島支部における
健康事業所宣言の事業所に対する腰痛研修事業

4事業所20名の参加
◇形式：対面研修3事業所、WEB研修1事業所
◇内容：腰痛症の原因と対策：３事業所

腰痛予防の為の介助技術について：1事業所
◇業種：食品加工販売業①、医療福祉業②、電気設備業①



事業実施 概要

コンサルティング事業
介護施設に対する移乗介助技術の研修事業

①身体介助技術 ②福祉用具活用

4事業所36名の参加
◇形式：対面研修2事業所、WEB研修2事業所
◇内容：移乗動作に対する身体介助技術研修

移乗動作に必要な福祉用具活用実習
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事業実施 概要

健診・データ分析事業 企業単位ごとの腰痛の実態ならびに高年齢労働者に対する
離職リスクに対する分析調査

１．企業情報ならびにアンケート基本情報
１）企業情報(業種、従業員数等)
2)アンケート基本情報(回答率)

２．腰痛症の実態調査
１）腰痛症の有無と重症度割合
２）腰痛による労働生産性の損失額(ＱQmethod)
３）その他(運動の実施、仕事の不安、発症時期・・）
４）STarT Back:慢性・難治化リスク

３．中高年齢労働者の離職リスク
１）日本理学療法士協会アセスメントシート
２）仕事の継続に対する不安

入力フォームの作成ならびに
自動集計・自動出力のシステムを作成



事業実施 概要

定員数 L字柵
トランスファー

ボード
跳ね上げ式車い

す

20 0 17

100 100 0 50

100 58 10 31

100 25 10 80

70 10 4 4

170 70 2 15

福祉用具事前導入調査
コンサルティング事業

健診・データ分析事業



事業実施 概要









腰痛運動支援整備事業

事業実施 概要



腰痛運動支援整備事業
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事業を通して

◇コロナ禍にて研修の多くがオンライン研修になった点や事業所自体がク
ラスター等で実施そのもののが難しかったりする環境であったため、実現
集などについては特に大きな制約となってしまった。

◇そういった中においてもオンライン研修である程度の技術研修が行えた
点は感染対策だけなく、地域をまたいだより広域的な活動の展開、オンデ
マンド研修なども含めたコンテンツの充実化を図る意味では意義があった

◇出張支援セミナーでは「理解促進」から「現場実践」を意識した形ですすめ
たが、それを図る指標が無かった事(実践度の評価)。「現場実践」を遂行す
る上での課題がまだ十分に抽出できなかったことが反省点として挙げら
れる

◇データ分析事業については、データの入力、集計、出力を自動化し、効率
的な形で腰痛等の実態を見える化できた点は評価できる点である


